
みんなでつくるあったかもり土地利用計画策定会議 会議記録 

 

平成 26 年 10 月 31 日 19：00～20：40 

＠役場 大会議室 

１．開 会 

 

２．あいさつ：経営企画室長 

  ・まちづくりプランの現状は、基本計画書を作成中。 

  ・まちづくり基本条例は、9 月～10 月に行われたまちづくり懇談会でも説明をし、12 月に議会に

上程する。採択されれば、4 月 1 日施行。 

 

３．協議事項 

（１）第 6 次まちづくりプラン施策の優先度評価について：古林より説明。 

  ・来年度からの事業実施にむけ、施策ごとに事業の充足度・重要度を評価していただきたい。 

   【質疑】 

    質：施策単位だと、ひとくくりにできない分野もあるのでは？事務事業単位で見ていきたい。 

    →答：町の事務事業は 580 事業くらいあるため、すべてを委員に見てもらうのは、委員の皆さ

んが大変であると考えた。 

    質：どの施策にどんな事務事業が紐づいているかがわかるようにしていってほしい。 

    →答：承知しました。ホームページの出し方なども検討する。 

    質：目標と結果が誰にでもわかるような出し方と、予算配分をしたらどうか？ 

    →答：皆さんの評価と町長のマニフェストを基に課長会で検討し、重点とする施策を決めてい

く。きちんとまとめ、町民の皆さんにわかりやすい形で出していきたい。 

 

（２）土地利用計画の進め方について：室長より添付資料に基づき説明。 

  ・平成 27 年 3 月までに、将来を見通して「この辺の土地はどんな用途であるべきか」を考えるゾ

ーニングを行う。 

  ・平成 27 年 5 月までに土地利用計画（案）を策定し、地区説明会を行いたい。 

  ・都市計画が町の現状の土地利用用途に合わなくなってきており、町で事業を行う際の妨げとなる

事案もある。早急に土地利用計画を策定する必要がある。 

  ・土地利用の基礎調査を行った「地域総合計画」に会議支援に入っていただく。 

  ・土地利用計画チームの委員になった皆さんに、併せて景観計画の検討もお願いしたい。 

   【質疑】 

    意見：景観計画の委員は、土地利用の委員だけでなく専門知識を持った人や各団体（農業委員、

区長会）の代表を入れ、広範な意見を聴くべき。 

    意見：景観条例が良いのか、景観形成住民協定が良いのか。条例は町が制定するが、協定は地

域の何割の住民が賛成しないと制定できないというきまりがある。より、住民に受け入れら

れ、守られるものを作る方が良い。各地区ごとに住民協定を結ぶが、そのモデルを町が示す

というやり方もある。 

    →答：景観は、説明会はもちろん、地区毎にワークショップを開く必要もあるかもしれない。 

意見：「住民協定はやりにくい」という意見と、「きちんと話をし、理解してもらえば住民協定



はやりやすい」という意見と、両方の意見がある。転入してくる人には、門戸を低くした方

が良い。 

    質：農業振興地域は、「なぜここが？」と思うような所が農振地になっている。どうにかならな

いか？ 

    →答：農振だけでなく各種の法規制があるため、その都度検討し、この土地が将来どうなると

良いのか考えたい。 

    意見：専門的な視野を持った人、総合的な視野を持った人、双方が委員に加わると良い。専門

的な見方の積み上げだけではだめだと思う。 

    →答：土地利用は、最終的な検討を農業委員や都市計画審議会などの専門的な所で行っていた

だくため、委員に専門的な方は入れない。しかし、景観は専門的かつ総合的な視点が必要。 

    質：個人の土地に関わる事なので、地主に理解をいただくのが大変ではないか？ 

    →答：1 件 1 件に説明し同意をいただくことはしない。地区説明会を開催し、パブリックコメ

ントを求める。返ってきたものは何らかの返事をするので、個別に説明に伺うこともある。 

    意見：景観は、住民協定を結ぶ場合、地区によってまたは好みによって変わらない様に町で統

一的なものが必要だと思う。 

    質：ゾーニングをしたところの根拠を地区説明会で示さなければならないと思うが、どう考え

るのか？ 

    →答：今ある道路などを基本にし、守るべきものは何なのかを考えてどうしていくかを考える。 

    質：ゾーニングをし、工業地域・農業地域・商業地域とブロック分けした方が良いと思うが、

個人の地権もあり、どこまで踏み込むのか？工業地域の中に農地があったら換地するのか？ 

    →答：今回の計画では、換地まではできない。都市計画について、県が決めるものなので、変

えるのが難しい所もある。ただ、ゾーニングが決まったところで都市計画があまりにも現

状からかけ離れている場合、町として都市計画の変更を進める覚悟がある。 

    意見：農地の虫食い開発が、リニアが通ることでさらに進むのでは、という危機感がある。地

域の人たちの思いもあると思うので、地域の意見をしっかり聴き、じっくり話し合いをし

ながら進めていってほしい。 

    →答：景観は、いろいろな方の意見を聴き、じっくり進めていくが、土地利用はある程度の目

標を持って提案し、後は町で責任をもって進めていく。 

    意見：土地利用で、農業できない農地を使ってもらえる方を探したり、商業地の活用方法の提

案を求めたりしてはどうか。 

    →答：農地は農業委員会や産業課でそのような動きがある。商業地は町がどこまでできるか未

定。 

    意見：ここ 10 年間で、農地がどこがどのように虫食い的に開発されたのか一度示してほしい。

現状を一度みんなで確認したい。 

    質：飯田市はアパートができすぎて、アパートが建てられないとの話を聞いた。高森はどうか？ 

    →答：高森は通常の農振除外の手続きに従う。 

    意見：太陽光についても考えていかなければ。 

    →答：土地利用の話として考える。 

    質：土地利用計画策定の目的は？どこまでを目的とするのか？ 

    →答：①現状と合わないものの補正。②守るべきものは何なのか。保持。③保持するもの以外

（攻め）のところをどうするか。④人口減少への対策。 



    質：どうやって進めていくのか。策定までの道すじと毎回の会議の目的（役割、意味）を示し

てほしい。 

    →答：毎回の会議の目的は示していく。また、次の会議までにまとめ、示すようにする。集中

しての議論は行うが、同じところを繰り返して議論することはしないようにする。 

 

（３）土地利用策定チームへの参加意向調査について 

  ・このプロジェクト発足当時は 3 つのチームに分かれていたが、ぜひ、全員の皆さんに土地利用策

定チームに残っていただきたい。 

  ・参加していただけるかどうかを参加意向確認票に記載の上、事務局に提出してほしい。 

 

４．その他 

  ・今後、来年の３月のゾーニング完了まで、概ね月２回、計 10 回程の会議を開催する予定。 

 

５．閉 会 

 


